
日
本
学
士
院
賞
　
受
賞
者
　
　
田た

　
中な

か

　
紘こ

う

　
一い

ち

専
攻
学
科
目
　
　
外
科
学
・
移
植
外
科
学

生
　
年
　
月
　
　
昭
和
一
七
年
　
三
月

略
　
　
　
歴
　
　
昭
和
四
一
年
　
三
月
　
　
京
都
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

同
　
五
六
年
一
一
月
　
　
医
学
博
士

同
　
六
〇
年
　
四
月
　
　
京
都
大
学
医
学
部
講
師

平
成
　
七
年
　
一
月
　
　
京
都
大
学
医
学
部
助
教
授

同
　
　
七
年
一
二
月
　
　
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
教
授

同
　
一
三
年
　
四
月
　
　
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
長
（
平
成
一
七
年
三
月
ま
で
）

同
　
一
七
年
　
四
月
　
　
京
都
大
学
名
誉
教
授

同
　
一
七
年
　
四
月
　
　
先
端
医
療
振
興
財
団
先
端
医
療
セ
ン
タ
ー
長

同
　
二
一
年
　
一
月
　
　
神
戸
国
際
医
療
交
流
財
団
理
事
長

同
　
二
五
年
　
四
月
　
　
神
戸
国
際
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
理
事
長
（
現
在
に
至
る
）

一
〇



医
学
博
士
田
中
紘
一
氏
の
「
生
体
肝
移
植
の

基
礎
研
究
お
よ
び
臨
床
開
発
と
展
開
に
関
す
る

研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　
田
中
紘
一
氏
は
一
九
八
六
年
、
米
国
で
三
カ
月
脳
死
肝
移
植
研
修
中
、
健
常

な
人
の
肝
臓
の
一
部
を
移
植
す
る
生
体
肝
移
植
を
着
想
し
、
帰
国
後
、
犬
を
用

い
て
動
物
実
験
を
積
み
重
ね
た
。
一
九
九
〇
年
に
国
内
第
二
例
目
と
し
て
生
体

肝
移
植
を
開
始
し
、
京
大
退
職
ま
で
に
一
、
〇
五
四
例
経
験
し
、
国
内
外
を
含

め
て
二
、
〇
〇
〇
余
例
の
臨
床
に
携
わ
っ
た
。

　
田
中
氏
は
多
く
の
手
術
手
技
と
周
術
期
管
理
を
開
発
し
、
ド
ナ
ー
の
安
全
性

の
確
立
と
移
植
成
績
の
向
上
を
も
た
ら
し
た
。
小
児
症
例
で
始
ま
っ
た
生
体
移

植
を
成
人
例
に
も
適
応
を
拡
大
し
た
。
ま
た
、
新
し
い
免
疫
抑
制
剤
の
臨
床
応

用
研
究
、
免
疫
寛
容
の
研
究
、
遺
伝
的
因
子
を
も
つ
ド
ナ
ー
や
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
の
ド
ナ
ー
か
ら
のD
isease T

ransm
ission

の
研
究
、
家
族
性
ア
ミ
ロ
イ
ド

ニ
ュ
ー
ロ
パ
テ
ィ
ー
の
ド
ミ
ノ
移
植
、
肝
癌
に
対
す
る
移
植
適
応
拡
大
の
研
究

等
、
臨
床
研
究
を
通
じ
て
新
し
い
分
野
を
開
発
し
た
。
さ
ら
に
、
国
内
・
国
外

へ
の
本
法
の
定
着
と
普
及
に
先
導
的
役
割
を
果
た
し
た
。

（
Ⅰ
）
手
術
手
技
の
開
発

①
　
小
児
肝
移
植
手
技

　
小
児
移
植
で
は
、
肝
動
脈
吻
合
部
閉
塞
が
高
率
に
発
生
す
る
の
で
世
界
で
初

め
て
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
に
よ
る
肝
動
脈
再
建
を
導
入
し
、
発
生
率
を
極

め
て
少
な
く
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
世
界
に
お
け
る
標
準
手
技
と
な
っ
た
。
新

生
児
と
乳
児
例
で
は
グ
ラ
フ
ト
が
大
き
す
ぎ
る
と
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
か
ら
の
肝
血

流
量
が
少
な
い
の
で
グ
ラ
フ
ト
が
虚
血
を
起
こ
し
グ
ラ
フ
ト
不
全
と
な
る
こ
と

が
あ
り
、
グ
ラ
フ
ト
が
納
ま
る
腹
腔
容
積
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
大
き
す
ぎ
る

グ
ラ
フ
ト
の
圧
迫
を
避
け
る
た
め
、
腹
壁
閉
鎖
に
人
工
パ
ッ
チ
が
必
要
と
な
る

こ
と
も
あ
る
。
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
、
臨
床
実
績
に
基
づ
き
、
許
容

で
き
る
グ
ラ
フ
ト
サ
イ
ズ
の
上
限
の
基
準
を
四
％
（
グ
ラ
フ
ト
容
量
／
レ
シ
ピ

エ
ン
ト
体
重
の
比
）
で
あ
る
こ
と
を
示
し
こ
れ
以
上
の
大
き
さ
の
グ
ラ
フ
ト
で

は
さ
ら
に
小
さ
い
単
区
域
グ
ラ
フ
ト
を
開
発
し
、新
生
児
移
植
も
可
能
と
し
た
。

②
　
サ
イ
ズ
マ
ッ
チ
（
Ｇ
Ｒ
Ｗ
Ｒ：

グ
ラ
フ
ト
容
量
／
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
体
重
・

比
）
の
課
題

　
成
人
例
で
は
、
小
さ
い
グ
ラ
フ
ト
移
植
で
は
高
率
に
過
小
グ
ラ
フ
ト
症
候
群

を
発
生
し
、
死
亡
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
患
者
救
命
に
必
要
な
グ
ラ
フ
ト

容
量
に
関
す
る
科
学
的
デ
ー
タ
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
左
葉
グ
ラ
フ
ト
移
植

の
集
積
デ
ー
タ
を
用
い
、
Ｇ
Ｒ
Ｗ
Ｒ
と
グ
ラ
フ
ト
生
着
率
を
分
析
し
た
。
こ
の

結
果
、
〇
・
八
％
以
下
の
Ｇ
Ｒ
Ｗ
Ｒ
は
生
着
率
が
低
下
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
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こ
の
研
究
の
世
界
へ
の
貢
献
は
極
め
て
高
く
、
こ
の
値
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
と
な
っ
た
。
こ
の
基
準
で
は
、
成
人
で
の
左
葉
グ
ラ
フ
ト
は
大
部
分
が

〇
・
八
％
以
下
に
な
る
。
こ
の
解
決
と
し
て
左
葉
グ
ラ
フ
ト
利
用
に
よ
る
自
己

肝
温
存
部
分
肝
移
植
と
右
葉
グ
ラ
フ
ト
移
植
を
世
界
に
先
駆
け
て
導
入
し
、
こ

れ
に
よ
っ
て
成
人
生
体
肝
移
植
の
道
を
開
い
た
。
一
方
、
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
門

脈
圧
亢
進
症
が
成
績
低
下
に
大
き
く
影
響
す
る
事
を
示
し
、
門
脈
・
下
大
静
脈

シ
ャ
ン
ト
を
形
成
す
る
新
術
式
を
開
発
し
た
。こ
の
結
果
Ｇ
Ｒ
Ｗ
Ｒ
を
〇
・
六
％

ま
で
下
げ
う
る
こ
と
を
示
し
、
左
葉
グ
ラ
フ
ト
の
適
応
拡
大
と
ド
ナ
ー
の
安
全

性
向
上
の
道
を
開
い
た
。
生
体
肝
移
植
な
ら
び
に
こ
の
手
技
を
応
用
し
た
脳
死

ド
ナ
ー
肝
を
分
割
し
て
二
人
の
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
に
移
植
す
る
手
技
の
普
及
・
展

開
に
も
貢
献
し
た
。

（
Ⅱ
）
臨
床
に
お
け
る
研
究
と
開
発

①
　
免
疫
抑
制
剤
タ
ク
ロ
リ
ム
ス
の
臨
床
応
用

　
わ
が
国
で
開
発
さ
れ
た
免
疫
抑
制
剤tacrolim

us

を
基
本
と
す
る
免
疫
抑
制

剤
療
法
の
ト
ラ
イ
ア
ル
を
実
施
し
、
薬
事
承
認
を
得
た
。
あ
わ
せ
て
薬
物
動
態

お
よ
び
薬
力
学
に
つ
い
て
、
年
齢
、
肝
以
外
の
臓
器
障
害
な
ど
の
背
景
因
子
を

も
つ
母
集
団
を
対
象
と
し
た
解
析
を
試
み
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
小
児
及
び
成

人
移
植
に
お
け
るT

acrolim
us

投
与
方
法
を
確
立
し
た
。

②
　
免
疫
抑
制
剤
の
減
量
・
離
脱
の
研
究

　
移
植
後
二
年
以
上
経
過
し
、
肝
機
能
が
正
常
で
過
去
一
年
以
内
に
拒
絶
が
な

く
、
家
族
の
十
分
な
理
解
を
得
ら
れ
た
小
児
症
例
を
対
象
に
、
免
疫
抑
制
剤
の

計
画
的
減
量
・
離
脱
を
試
み
た
。
こ
の
研
究
の
分
析
時
点
で
、
対
象
症
例
の
三

〇
％
で
離
脱
、
六
〇
％
が
減
量
中
で
、
一
〇
％
が
減
量
中
に
拒
絶
反
応
を
起
こ

し
免
疫
抑
制
剤
を
再
開
し
た
。
免
疫
寛
容
の
発
現
が
多
く
の
症
例
で
得
ら
れ
る

事
実
は
世
界
か
ら
極
め
て
注
目
を
あ
び
た
。
こ
れ
ら
免
疫
寛
容
発
現
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
つ
い
て
臨
床
側
か
ら
基
礎
的
研
究
へ
の
道
を
開
い
た
。
と
り
わ
け
臨
床

免
疫
寛
容
導
入
の
可
能
性
を
示
し
た
点
は
、
注
目
さ
れ
た
。

③
　H

B
c

抗
体
陽
性
ド
ナ
ー
か
ら
の
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
伝
播

　H
B

抗
原
陰
性
、H

B
s

抗
体
陽
性
か
つH

B
c

抗
体
陽
性
者
は
当
時
の
肝
臓
病

学
で
は
、
セ
ロ
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
結
果H

B
V

は
体
内
に
は
存
在
し
な
い
と

さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
ド
ナ
ー
を
用
い
た
移
植
後
に
多
く
の
症
例
がH

B

抗

原
陽
性
と
な
り
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
キ
ャ
リ
ア
ー
と
な
っ
た
。
臨
床
研
究
の

結
果
、H

B
V
-D
N
A

が
、
肝
組
織
中
に
認
め
ら
れ
、
グ
ラ
フ
ト
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
こ
と
を
証
明
し
た
。
予
防
対
策
と
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
の
使
用
でH

B
V

キ
ャ
リ
ア
ー
化
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

④
　
Ａ
Ｂ
Ｏ
不
適
合
肝
移
植

　
一
九
九
〇
年
か
ら
一
〇
年
間
の
Ａ
Ｂ
Ｏ
不
適
合
肝
移
植
の
成
績
を
検
討
し

た
。
二
つ
の
因
子
が
患
者
生
存
率
に
影
響
し
た
。
一
つ
は
年
令
因
子
で
、
一
つ

は
高
抗
Ａ
抗
体
価
、
高
抗
Ｂ
抗
体
価
で
あ
っ
た
。
死
因
は
肝
内
微
小
循
環
障
害

四
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に
よ
る
肝
壊
死
と
胆
管
合
併
症
で
あ
り
、
抗
体
価
減
量
の
た
め
の
血
奨
交
換
と

肝
動
脈
持
続
的
薬
剤
注
入
で
著
し
い
成
績
向
上
を
得
た
。
し
か
し
こ
の
方
法
で

も
適
合
症
例
の
成
績
よ
り
劣
っ
た
。
さ
ら
に
新
し
い
免
疫
抑
制
剤rituxim

ab

を
導
入
し
、
適
合
症
例
と
成
績
に
差
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
Ａ
Ｂ
Ｏ
不
適
合
移
植
は
禁
忌
で
は
な
く
な
っ
た
。

⑤
　
家
族
性
ア
ミ
ロ
イ
ド
ニ
ュ
ー
ロ
パ
テ
ィ
ー
症
の
ド
ミ
ノ
肝
移
植

　
家
族
性
ア
ミ
ロ
イ
ド
ニ
ュ
ー
ロ
パ
テ
ィ
ー
症
例
（
一
次
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
）
か

ら
摘
出
し
た
肝
臓
を
用
い
、
次
の
患
者
（
二
次
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
）
に
移
植
す
る

方
法
を
実
施
し
た
。レ
シ
ピ
エ
ン
ト
に
は
原
疾
患
発
生
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

長
期
経
過
観
察
が
必
須
で
あ
る
が
、
こ
の
方
法
で
、
新
し
い
ド
ナ
ー
プ
ー
ル
拡

大
の
道
を
開
い
た
。

⑥
　
肝
癌
に
対
す
る
新
し
い
適
応
基
準
の
開
発

　
肝
癌
へ
の
脳
死
肝
移
植
の
適
応
基
準
は
、
ミ
ラ
ノ
基
準
（
単
発
五
cm
以
内
ま

た
は
三
個
以
内
三
cm
以
内
）
が
国
際
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
田
中
氏
は
新
た

な
適
応
基
準
を
決
定
す
る
た
め
開
発
研
究
を
行
っ
た
。
生
体
肝
移
植
に
お
い
て

ミ
ラ
ノ
基
準
内
と
基
準
外
に
分
類
し
、
長
期
成
績
に
つ
い
て
統
計
分
析
し
た
。

そ
の
結
果
、
腫
瘍
の
最
大
径
が
五
cm
以
下
で
そ
の
個
数
が
一
〇
個
以
内
の
症
例

で
は
、
ミ
ラ
ノ
基
準
内
の
症
例
と
比
較
し
て
五
年
患
者
生
存
率
に
差
が
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
、
新
基
準
を
開
発
し
、
こ
れ
に
よ
り
適
応
が
拡
大
し
た
。

（
Ⅲ
）
生
体
肝
移
植
の
普
及
、
啓
蒙
お
よ
び
国
際
貢
献

　
田
中
氏
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
生
体
肝
移
植
を
実
施
し
た
医
療
機
関
の
う
ち

約
半
数
の
三
六
機
関
に
対
し
、
そ
の
導
入
に
協
力
し
普
及
に
努
め
て
き
た
。
京

大
病
院
に
は
、
国
内
か
ら
多
数
の
医
師
を
受
け
入
れ
た
だ
け
で
な
く
、
欧
州
、

ア
ジ
ア
、
米
国
か
ら
も
研
修
を
受
け
入
れ
た
。
ま
た
世
界
の
九
カ
国
に
出
張
し
、

そ
の
国
で
の
導
入
に
協
力
し
た
。
一
九
九
九
年
よ
り
六
年
間
国
際
肝
移
植
学
会

の
カ
ウ
ン
シ
ル
メ
ン
バ
ー
を
務
め
、
こ
の
分
野
の
発
展
に
尽
く
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
わ
が
国
は
肝
移
植
に
つ
い
て
基
礎
的
な
面
で
世
界
に
貢
献
し
て
き

た
が
、
田
中
氏
の
生
体
肝
移
植
の
基
礎
研
究
及
び
臨
床
開
発
と
展
開
に
関
す
る

研
究
は
、
臨
床
移
植
研
究
で
も
極
め
て
大
き
な
国
際
的
貢
献
を
も
た
ら
し
た
。

こ
の
研
究
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
肝
疾
患
末
期
患
者
は
保
険
適
応
の
も
と
で
、

肝
移
植
を
受
け
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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